
２ 新たな計画の政策目標と目指す主な成果
政策目標

整備を実施 た地 にお 農地 利 集積率を向上 約 割以上

目指す主な成果（アウトカム指標）

〔自給率向上に向けた食料供給力の強化の視点〕

② 農業用用排水施設のストックマ

■整備を実施した地区において、農地の利用集積率を向上 約７割以上

・うち面的集積率の向上 約７割以上

・新たに農業生産法人等を設立 約１３０法人

■延べ約２９０万ｈａの農地に対する用水供給機能等の確保

①効率的かつ安定的な経営体の
育成と質の高い農地利用集積

ネジメントによる安定的な
用水供給機能等の確保

③農用地の確保と有効利用に

■延べ約２９０万ｈａの農地に対する用水供給機能等の確保

・機能診断済みの施設の割合（再建設費ベース） 約２割（Ｈ１９）→約６割（Ｈ２４）

■基盤整備の実施による耕地利用率の向上 １０５％以上に向上

■農地、農業用水等の保全・整備による耕作放棄地の発生防止

よる食料供給力の強化

〔田園環境の再生・創造の視点〕
■田園自然環境の創造に着手 約１ ４００地域（Ｈ１９） 約１ ７００地域（Ｈ２４）

１２０万ｈａ（Ｈ１９）→延べ約２０５万ｈａ（Ｈ２４）

■湛水被害等のおそれのある農用地の延べ面積 ９１万ｈａ（Ｈ１９）→約６７万ｈａ（Ｈ２４）

④田園環境の再生・創造と共生・
循環を活かした個性豊かで活力
ある農村づくり

■田園自然環境の創造に着手 約１，４００地域（Ｈ１９）→約１，７００地域（Ｈ２４）

・うち生態系のネットワークの保全 約６７０地域（Ｈ１９）→約８３０地域（Ｈ２４）

・うち良好な景観の保全・創出 約５０地域（Ｈ１９）→約８０地域（Ｈ２４）

■農村生活環境の向上

・農業集落排水汚泥のリサイクル率 ６１％（Ｈ１９）→７０％（Ｈ２４）

⑤減災の観点も重視した農業
災害の防止による安全・安心な

農業集落排水汚泥のリサイクル率 ６１％（Ｈ１９）→７０％（Ｈ２４）

・汚水処理人口普及率（３省計） ８４％（Ｈ１９）→９３％（Ｈ２４）

・農業集落排水処理人口 約３５０万人（Ｈ１９）→約４００万人（Ｈ２４）

■防災情報伝達体制やハザードマップの整備がなされているため池数

〔農村協働力の形成の視点〕
（横断的視点）

■農地、農業用水等の保全管理に係る集落等の協定に基づき地域共同活動を行う地域数及び参加者数

約１ ７万地域（Ｈ１９） 約３ ０万地域（Ｈ２４）

地域社会の形成への貢献 約２，２００箇所（Ｈ１９）→約３，６００箇所（Ｈ２４）

⑥農村協働力を活かし、集落等
の地域共同活動を通じた農地、
農業用水等の適切な保全管理

約１．７万地域（Ｈ１９）→約３．０万地域（Ｈ２４）

約１３０万人・団体（Ｈ１９）→約２２０万人・団体（Ｈ２４）

■多様な主体が工事の施工に直接参加する直営施工への延べ参加者数

約５．９万人（Ｈ１５～Ｈ１９）→約６．５万人（Ｈ２０～Ｈ２４）
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